　　　　　　　　　環境セミナー（2010.1.13）        　　　　  鈴木重壱
テーマ：２０１０みどりから発信する環境への指針
· 地球規模で悪化する環境

　　　・・・何をなすべきか！　何が出来るか！！

· 閉塞環境からの脱出

　　　・・・新たなビジネスチャンスを求めて！

●国際的視点では

・２０１０は生物多様性元年

●生物多様性の大切さ

・たくさんの生き物がつながりあって生きていることを「生物多様性」という。 

・生物多様性は、わたしたちの命です。 

我々、緑の守り人は今、何をすべきかが、問われています！

●私たちの役割

社会的には
・「命をつなげるに値する生活環境を維持させる仕組み作り」の実践。

・国や個の利害などはその比ではないほど重く大切なものであることを市民に啓発。

企業としては

・建設業から脱却し、ビジネスチャンスを広げたい。

・四季を通じて業態を安定させたい。

・雇用を確保し、有能な技術者を養成したい。

・伝統技術を伝えたい。

●長岡市緑地協会としては

　「本会は、環境緑化活動を通して自然と人間が共生する真に豊かな環境共生都市長岡の創造をめざすと共に、里山から里海を含む全市域において緑豊かで生物多様性の高い自然環境の再生を推進し、良質な景観創りに資するための整備及び保全、研究、啓発に寄与することを目的とする。」という明確な目的がある。

●アクションの骨格

「みどりは環境革命の旗手」と認識し果敢にアクションを起こそう。

●追い風のキーワード

①二度の大震災による地盤災害からの再生

②朱鷺の分散飼育を契機として市民の関心の高まり

③デフレスパイラルによるスピードの鈍化

④政府が発信した環境先進国宣言による国家的使命の具現化のための諸政策

●緑から発信されたこれまでの具体的アクション

①崩落斜面の緑化試験
②中越みどり復興アクションの設立

③山古志フィールドミュージアム構想の発信

④復興支援を目的にワークショップ、セミナー、シンポジウムの開催

⑤「縄文ぶな街道ものがたり」の発信

⑥環境学習の発信

⑦朱鷺分散施設の建設　　　　　　　　　　など多数のアクションで環境を啓発。

●新たな時代に向け

・長岡市緑地協会の一大使命・・・ そこにこそ生きる道あり！！

具体的事例案

・山古志フィールドミュージアム構想

・「縄文ぶな街道ものがたり」の発信

・緑百年物語「かけはしの森」や西山丘陵縄文の森づくりへの支援育樹

・ドジョウの養殖をきっかけとした自然環境発信テーマパークの実現

・民間では環境にやさしい庭づくりの提案

●キーワードは「生物多様性の地域社会の構築」

生物多様性とは何か？

☆種の多様性（いろいろな生き物がいること）

☆生態系の多様性（さまざまな環境があること）

☆遺伝子の多様性（それぞれの種の中でも個体差があること）

●生物多様性の重要性

・地域固有の歴史が育んだ生物がそれぞれにふさわしい環境で生き続け、健全な生態系が持続されるように人間の活動自体を自然に調和させることが重要。

●森林の重要性

・森林が荒れ小動物や土壌中の微生物に何らかの異変が起きれば、森はいずれ枯れ木の山と化す。

●目指す「環境共生都市長岡の発信」
柿町での事業（長岡地域の環境学習集積拠点へむけて）

· ドジョウ養殖（地域、長岡農業とのコラボ）

· ビオトープ観察園づくり（日本一小さなトンボとして知られ、世界的にも最小の部類に属する絶滅種八丁トンボの生息地）

· 棚田のコメ作り（魚沼コシを超す旨さ）

· わくわくランド整備

●広げよう　ビジネスチャンス！

☆里山里海の保全、整備　　☆公園緑地の整備、　　☆アメニィティ空間づくりの先導

☆農とのコラボレーション　　☆観光景観の整備

前より前への勇気と　温故創新の　気概をもって進もう！！
